
１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

（１）　特定非営利活動に係る事業

実施 支出額

日時 (千円)

主として航空機を利用し、沖
縄県離島、過疎地等、救急医
療を必要とする人々に対して
これを無償で行う。

通年 82,080

MESH活動を市町村や企業と
タイアップし、各種イベントに
おいて会員募集活動、募金
活動を実施。インターネット等
も活用

通年 12,123

この結果、本年3月31日まで運航期間を延長することが可能となりました。この間地区消防、離島診療所からの136件の救急出動

要請があり、これにこたえ多くの「救える命を救う」活動を継続できたことは大きな喜びとするところです。

最新のクラウドコンピューティングを活用した会員データ管理による会員管理、コンビﾆでの会費納入ｻｰビスの導入をはかる等

着実にサービス体制は向上しています。以上の結果、本年3月にはサポーター、パートナーの会員数が13,000名以上の、

組織となり、来期への正味財産を5,600万円計上することができました。次期も、今期同様12月末日までを当面の目標として、

救急ヘリの運航継続を決定しました。

　多くの方々のご支援をいただき平成21年6月15日より民間救急ヘリMESH（メッシュ）の運航再開をはたすことができました。

前年度の繰越し正味財産4,500万円をもとに運航開始をした関係で、同年12月末日までの半年間運航を目指しました。

幸いなことに、サポーター、パートナー会員の加入増加、地道な募金活動の継続による募金増加、JAおきなわ、JA共済殿より

2,000万円、琉球ジャスコ様より約1,000万円の大口寄付をはじめ、多くの県内外の企業様から社会貢献活動として寄付を

　一方、安定的な運航をはかる為には、裏方である事務局の事務処理体能力を高めるため体制整備に務めました。特にサポーター、

パートナーの管理、年会費更新、更新自動継続は大きな課題でしたが、新会員申込書の作成による自動継続化への促進、

頂戴することができました。又、名護市様より2,000万円、北部広域12市町村圏事務組合様より200万円の助成をいただく等

地方公共団体からの協力もいただくことができ、昨年末には継続運航をはかれる相当な資金を確保することができました。

その他上記に付帯す
る支援、企画、運営、
コンサルティング事業

僻地・離島住民に対す
る医療支援

主として航空機を利用
した救急医療事業の
調査・研究及び情報
提供

30人

20人

沖縄全島

沖縄全島

実施
事業内容

MESH事業支援
募金活動

MESH事業

沖縄県民、来
沖商用者、観
光客

範囲及び人数

受益対象者の

事業名

定款の

地域医療支援ボラン
ティア活動の普及、
啓発

地域災害ボランティア
活動の普及、啓発
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特定非営利法人　メッシュ・サポート

沖縄県民、来
沖商用者、観
光客

場所

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで

人数

従事者の



（２）　その他の事業

実施 支出額

日時 (千円)

会員等の親睦を図る
事業

建築設計及び監理の
請負

各種イベント企画、運
営

MESHブランド、サブブ
ランド開発、商品企
画、販売

事業内容
実施 従事者の 受益対象者の

場所 人数 範囲及び人数事業名

定款の



（単位：円）

現金 108,680 短期借入金 113,552

預金 55,981,993 預り金 21,000

134,552

56,090,673 134,552

工具器具備品 141,313 45,261,792

10,835,642

141,313 56,097,434

56,231,986 56,231,986

Ⅲ　正味財産の部

資産合計

固定資産合計

２．固定資産

流動資産合計

負債及び正味財産合計

正味財産合計

当期正味財産

前期繰越正味財産

１．流動資産

Ⅰ　資産の部

１．流動負債

Ⅱ　負債の部

流動負債合計

負債合計

科 目 金 額
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科 目 金 額
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